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討した。
1ま え が き (3)簡易検定を行っている中で,さ らに,こ れを期

優良乳用種雄牛選抜事業や乳用牛群改良推進事業な  問短縮する方法を検討し,その正確度を重相関係数で

ど全国規模での乳牛改良計画が発展しつつある現在,  表わした。
検定のスピード化が望まれてきており,検定期間の短

3結   果
縮や簡略が必要となってきている。

前報 (河西 ら,1975)に おいて,短期検定の可能性
について検討したが,今 回は簡易化について報告する。

2 材料 および方法

1 分析に用いたデータ
分析に用いたデータは,1%6年 から1975年 まで 当場

でけい養 した延ぺ132頭 の乳牛のうち305日 間継続神乳

した,6況 の泌乳記録である。

なお,重度の乳房炎や,不受胎,流産などにより365

日以上泌乳を続けたものは分析より除外した。

データの平均値ならびに変動係数は第 1表の とおり

である。

第 1表 品種別泌乳量の平均値ならびに
変動係数

ホルスタイン種, プリティ ッシュ・ フリーシアン種 ,

および,ブ リテイ ッシュ・ フリーシアン種 Xホ ルスタ

イン種のそれぞれの変動係数には大差が見られない。

2 分析手順
分析手順 lt次のとおりである。

(1)各品種ごとに, 305日 乳量記録について各週次

`回
の記録の蓄積乳量 との相関を求めた。

(2)ホ ルスタイン種牛記録において, 505日 乳量記

録について,初 回サンプリングの時期による差異を検

1 狭義の簡易化
各週次 1回 のサンプリングによる蓄積乳量と505日

乳量記録 との単純相関は,各品種とも 0,7～ 100と高

い値を示 した (第 2表 )。 また,ホ ルスタイン籠牛に

おいて, 8週 に 1回 ,す なわち, 1泌 乳期 5回サンプ

リングの場合でも095と 比較的高い相関値がえられた。

第 2表  305日 間乳量と各週次 1回 の記録
の蓄積乳量 との単純相関
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このことから,4週 1回 ,あ るいは,月 1回のサ′
プリングによって, 1泌乳期乳量を推定することが可

能であろう。 8週 1回の場合は, さらに詳細な検討を

加える。

また,4週 1回記録の場合,分規後第 1回 目のサン
プリングをどの時点で行なったら良いかということを

産次別に検討 した(第 3表 )。

第 3表  4週 1回 記録の場合,初 回サンプリン
グの時期による305日 乳量 との相関値の
産次別差具 (ホ ルスタイン種牛)
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分視後10日 日と25日 日ではほとん ど差がな く初回サ

ンプリングの時期はあまり考慮 しなくとも良い と解釈し

た。

2 広義の簡易化

狭義の簡易化の中で,こ れを期間短縮する方法を試

みた。

第 4表  305日 乳量と4週 1回記録の蓄積乳量および各月
1回記録との相関 (ホ ルスタイン種牛 )

305日 乳量 と4週 1回記録の蓄積乳量および各月 1

回記録 との相関を求めた結果は割 表のとおりである。

4週 1回記録の蓄積乳量と 505日 乳量 との相関は,

経過月を増すごとに値が上昇し, 7カ 月日で 09の 値

に達 した。

各月 1回 記録と305日 乳量との相関では, 比較的泌
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乳前期に高い値を示しており,特に 2ヵ 月日に082の

値を示 した。

ここで,広義の簡易化を実行 する場合,短期検定を
るないしアヵ月で打ち切って,そ の中で, 4週 または

1カ 月 1回の泌乳記録で 305日 乳量を推定することが

考えられる。

4週 1回 の記録の蓄積乳量に一番高い値を示した 2

カ月日の 1回 記録を加えた重相関係数は第 5表のとお

りである。

第 5表  4週 1回の記録の蓄積乳量と 2ヵ 月日
の 1回記録による305日 乳量推定のため
の重相関 (ホ ルスタイン種牛 )

次に, 4週 1回 の記録の蓄積乳量に簡易検定を想定

した場合の最終月 1回記録を加えた重相関係数は第 6

表のとおりである。

第 6表  4週 1回の記録の蓄積乳量と最終月 1
回記録による 505日 乳量推定のための重
相関 (ホ ルスタイン種牛 )

前者 とはぼ同様な値を示した。

以上のように,広義の簡易化の場合,他に各種の方

法が考えられ,よ り充分な検討をしなければならない。
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7カ 月日で094の値をえたが,短期検定 (河 西ら,
1975)の 場合より若千低い値であ った。
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